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︹
調
査
日
︺

　

平
成
29
年

 

５
月
10
日
～
12
日

︹
調
査
研
修
箇
所
︺

　

石
川
県
金
沢
市

　

富
山
県
南
砺
市

︹
参
加
議
員
︺

　

萩
野
幸
弘

　

菊
池
美
也

　

小
林
立
栄

　

菊
池
巳
喜
男

　

瀧
澤
征
幸

▪
シ
ェ
ア
金
沢
は
、
金
沢

駅
か
ら
７
・
２
㎞
南
東
の

小
高
い
丘
の
中
腹
に
位
置

し
、
１
万
坪
を
超
え
る
敷

地
の
中
に
商
業
施
設
の
ほ

か
、
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢

者
住
宅
や
障
が
い
児
の
入

所
施
設
、
学
生
向
け
格
安

賃
貸
物
件
、
温
泉
施
設
や

売
店
、
食
堂
等
を
備
え
た

ひ
と
つ
の
「
街
」
を
形
成

し
て
い
る
。

　

キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
ご
ち

ゃ
ま
ぜ
の
空
間
」。
健
常

者
も
障
が
い
者
も
分
け
隔

て
な
く
、
老
若
男
女
誰
も

が
共
に
手
を
携
え
、
家
族

や
仲
間
、
社
会
に
貢
献
で

き
る
街
で
あ
る
。
施
設
内

を
視
察
し
た
際
、
入
所
者

の
生
き
生
き
し
た
表
情
が

印
象
的
で
、
本
市
の
福
祉

行
政
や
街
づ
く
り
に
も
こ

の
よ
う
な
施
設
が
あ
れ

ば
、
街
の
活
性
化
に
も
寄

与
す
る
の
で
は
な
い
か
と

感
じ
た
。

▪
南
砺
市
は
、
富
山
県
の

南
西
部
に
位
置
す
る
人
口

５
万
１
３
０
０
人
余
り
の

街
で
、
市
域
の
８
割
が
森

林
で
あ
る
ほ
か
、
市
北
部

の
平
野
部
で
は
水
田
地
帯

の
中
に
美
し
い
散
居
村
の

風
景
が
あ
り
、
独
特
の
集

落
景
観
を
形
成
し
て
い
る
。

　

平
成
26
年
に
「
南
砺
で

暮
ら
し
ま
せ
ん
課
」
と
い

う
ユ
ニ
ー
ク
な
課
を
市
長

の
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
設
け

た
。こ
の
課
は
、移
住
・
定

住
対
策
の
ほ
か
、
平
成
24

年
に
テ
レ
ビ
放
映
さ
れ
た

「
も
て
も
て
ナ
イ
ン
テ
ィ

ナ
イ
ン
﹃
南
砺
の
花
嫁
お

見
合
い
大
作
戦
﹄」
以
来
、

婚
活
イ
ベ
ン
ト
を
継
承
し

て
開
催
し
続
け
て
い
る
。

つ
ま
り
行
政
が
婚
活
専
門

の
部
署
を
設
置
し
た
の
で

あ
る
。
こ
の
課
は
街
中
の

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

の
２
階
に
あ
り
、
開
設
時

間
も
他
の
店
舗
に
合
わ
せ
、

誰
も
が
利
用
し
や
す
い
工

夫
を
し
て
い
る
。
婚
活
イ

ベ
ン
ト
も
職
員
自
ら
が
企

画
運
営
し
、「
な
ん
と
お

せ
っ
会
」
と
呼
ば
れ
る
民

間
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
仲
人

の
方
々
に
よ
る
献
身
的
な

努
力
が
成
婚
率
上
昇
の
ポ

イ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。

　

本
市
は
「
子
育
て
す
る

な
ら
遠
野
」
を
謳う

た

っ
て
い

る
が
、
未
婚
率
改
善
に
取

り
組
む
こ
と
も
必
要
で
、

今
こ
そ
行
政
主
体
で
民
間

を
巻
き
込
み
な
が
ら
男
女

の
出
会
い
の
機
会
を
増
や

し
、
結
婚
に
繋
げ
る
取
り

組
み
を
期
待
し
た
い
。

チ
ャ
タ
ヌ
ー
ガ
市
と
の

姉
妹
都
市
締
結
の
必
要

性問　
締
結
に
よ
り
、
何
が

ど
う
変
わ
る
の
か
。

答　
平
成
３
年
か
ら
25
年

以
上
に
渡
り
人
材
育
成
を

目
的
に
主
に
中
高
生
の
交

流
を
図
っ
て
き
た
。
産
業

や
経
済
そ
の
他
の
交
流
を

推
進
し
両
市
の
友
好
親
善

を
図
る
と
と
も
に
世
界
平

和
に
貢
献
す
る
。

問　
産
業
、
経
済
の
交
流

で
は
ど
の
よ
う
な
成
果
を

導
き
出
し
て
い
く
の
か
。

答　
今
ま
で
は
、
具
体
的

な
経
済
交
流
に
取
り
組
ん

で
い
な
い
が
、
こ
れ
か
ら

は
、
両
市
の
産
業
資
源
を

見
極
め
、
経
済
関
係
者
の

意
見
交
換
か
ら
は
じ
め
て

い
く
。

問　
中
高
生
派
遣
の
参
加

者
の
推
移
と
今
後
の
推
進

は
。

答　
中
学
生
は
毎
年
９
名

派
遣
し
て
き
て
い
る
が
、

高
校
生
に
つ
い
て
は
毎
年

の
派
遣
で
は
な
い
。
今
後

は
交
流
の
幅
を
、
一
般
市

民
や
経
済
関
係
者
に
広
げ

支
援
を
図
っ
て
い
く
。

問　
交
流
の
推
進
体
制
は
。

答　
市
が
中
心
と
な
り
、

教
育
文
化
振
興
財
団
、
遠

野
み
ら
い
創
り
カ
レ
ッ
ジ

及
び
経
済
交
流
分
野
か
ら

商
工
会
、
ふ
る
さ
と
公
社

等
を
含
め
実
行
委
員
会
を

７
月
に
結
成
し
、
幅
広
い

交
流
に
繋
げ
て
い
く
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
現
状

問　
ふ
る
さ
と
納
税
の
返

礼
品
に
関
わ
っ
て
い
る
事

業
者
の
現
状
と
今
後
の
取

り
組
み
は
。

答　
５
月
末
現
在
で
30
事

業
者
、
１
０
６
品
目
を
取

り
扱
っ
て
い
る
。

　

返
礼
の
割
合
に
つ
い

て
、
３
割
を
超
え
て
い
る

こ
と
に
対
し
て
見
直
し
を

検
討
す
る
よ
う
総
務
省
か

ら
通
知
が
き
て
い
る
。
事

業
者
の
意
見
や
他
市
町
村

の
動
向
を
見
据
え
な
が
ら

決
め
て
い
き
た
い
。

問　
遠
野
市
の
魅
力
を
積

極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
て
、
活
発

な
推
進
を
図
っ
て
い
く
べ

き
で
は
。

答　
今
年
度
１
億
２
千
万

円
の
目
標
を
掲
げ
て
い

る
。
個
人
、
団
体
等
へ
の

周
知
を
図
る
た
め
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
「
ふ
る
さ
と
チ

ョ
イ
ス
」
で
Ｐ
Ｒ
す
る
素

材
の
具
体
化
に
向
け
現
在

進
め
て
い
る
。

議
会
機
能
移
転
後
の
宮

守
総
合
支
所
改
修

問　
空
き
ス
ペ
ー
ス
の
改

修
と
利
活
用
に
つ
い
て
、

そ
の
内
容
を
伺
う
。

答　
改
修
コ
ン
セ
プ
ト
は

「
旧
村
に
ま
つ
わ
る
貴
重

な
資
料
の
展
示
」「
地
域

防
災
活
動
の
拠
点
」「
各

種
団
体
活
動
の
拠
点
」
の

３
つ
。
宮
守
総
合
支
所
の

２
階
を
「
宮
守
町
内
の
歴

史
資
料
展
示
エ
リ
ア
」「
消

防
団
の
待
機
所
」「
各
種

団
体
の
会
議
室
」「
多
目

的
ホ
ー
ル
」
に
改
修
し
利

活
用
す
る
。

　

支
所
の
設
置
目
的
や
歴

　
予
算
等
審
査
特
別
委
員
会
︵
議
長
を
除
く
16
人
の
議
員
で

構
成
、
委
員
長
菊
池
由
紀
夫
議
員
、
副
委
員
長
佐
々
木
大
三

郎
議
員
︶
は
、
条
例
７
件
、
予
算
２
件
、
そ
の
他
６
件
に
つ

い
て
付
託
を
受
け
、
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
委
員
会
で
は
、
今
後
の
施
策
全
般
に
わ
た
り
活
発
な
質

疑
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
全
15
議
案
が
原
案
の

と
お
り
可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

本年１月、姉妹都市締結に向けて、チャタヌーガ市を訪れ
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シ
ェ
ア
金
沢
と
南な

ん

砺と

市
の
婚
活
支
援
事
業
等
の
取
り
組
み
に
学
ぶ 

教
育
民
生
常
任
委
員
会

シェア金沢を視察～福祉施設というよりもひとつの“街”のつくり～

婚活支援事業と「なんとおせっ会」について説明を受ける

予
算
等
審
査

特
別
委
員
会

支所中会議室にある旧村の貴重な歴史資料

調査・研修報告予算等審査特別委員会


